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研究成果の概要（和文）：シベ語の体系的文法の作成については、アクセントとイントネーション、動詞の終止
形・連体形・動名詞形が文末に現れる場合のモダリティを中心に、従来にない詳細な記述を行い、さらに、動詞
の形態統語的機能、これらの形式が文末に現れる場合のモダリティとその際に文がとるイントネーションの関係
を中心に音韻論・形態論・統語論・意味論的記述の体系化を行なうことができた。
辞書の作成についても、動詞の collocation や形容詞を中心として、文法的特徴の記述を行なうことができ
た。

研究成果の概要（英文）：We have made a systematic description of the grammar of Sibe, especially, in
 the areas of phonology (e.g., accent, intonation), morphology, semantics (e.g., modality of verbal 
suffixes and verbal clitics), and pragmatics. We have also made a vocabulary of Sibe, to include the
 collocational information of  verbs and adjectives.

研究分野： 言語学
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１．研究開始当初の背景 
 
研究代表者の久保は、これまで主に音韻論・
形態論の分野でシベ語の研究を行なってき
た。研究分担者の児倉徳和（当初は日本学術
振興会特別研究員）の研究は、意味論・語用
論の分野である。しかしいずれも、体系的な
研究とは成っていなかった。2011 年夏に、
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研
究所において、シベ語の集中研修（5 週間、
100 時間）が行なわれ、久保と児倉が日本人
講師を務めた（同研修は、日本人講師とネイ
ティブ講師がペアで授業を行なう）。その際、
教科書を作成したが、その内容は、基礎的か
つ体系的であることを目指した。しかし、次
のような問題点が浮き彫りになった。 
 
(1) 音韻論では、イントネーションの機能や漢

語からの借用語のもつ体系性が、十分に説
明できなかった。 

(2) 形態論では、同一形態素が、世代によって、
音型を異にすることはもちろん、音韻論的
振る舞いを異にすることがあり、教科書の
記述に苦労する部分があった。 

(3) 統語論では、使役・受身構文の体系の解明
が十分でなく、教科書の説明に不十分なと
ころがあった。 

(4) 意味論では、アスペクトやモダリティの体
系の解明が十分でなく、教科書の説明に不
十分なところがあった。 

 
これらの反省を踏まえ、不十分だった点につ
いて、これまでのデータを見直した上で、も
う一度調査をし直す必要があった。世代差や
方言差についても、体系的な調査が必要であ
った。 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題の目的は以下のとおりである。 
 
(1) 体系的なシベ語文法を完成させる。具体的

には、次のとおりである。 
 
①音韻論：イントネーションの詳細な記述、

漢語からの借用語の音韻論を完成させる。 
②形態論：どの接辞がどこまで生産的なのか、

網羅的に明らかにする。 
③統語論・意味論：使役・受身構文の詳細な

記述を行なう。アスペクトの詳細な記述を
行なう。さらに、名詞文・動詞文などの基
本文型はもとより、さまざまなモダリティ
表現（～しよう、～してくれ、～したい、
～だったらなあ）に至るまで、詳細な記述
を行なう。これらについて、世代差や方言
差も記述する。 
 

(2) シベ語辞書を完成させる。 
 
どの格助詞を取るかを示す必要がある場合

などは、例文も示す。世代差や方言差も記述
する。 
 
３．研究の方法 
 
これまでに、日本に数人在住するシベ語の話
者、および中国新疆ウイグル自治区のシベ語
の話者を対象として、対面して文法および語
彙情報を引き出す形式の言語調査を続けて
きた。本研究では、新たに、中国新疆ウイグ
ル自治区在住の若年層の優れた話者の協力
を得ることができた。この話者を研究協力者
として、現地での方言調査なども、今回、あ
る程度行なうことができた。今後の研究にお
いても、新たな展開が期待できる。 
 
４．研究成果 
 
(1) シベ語の体系的文法 
 
①動詞の終止形・連体形、動名詞形の形態
論・統語論・意味論・音韻論からの総合的研
究 
 
シベ語において、終止形は専ら文末に立つ形
式であり、動名詞形は「彼が来たの/こと」の
ような名詞節を形成する形式、連体形は「昨
日来た人」のように名詞修飾を行なう形式で
あるが、連体形と動名詞形は文末にも立つこ
とが可能である。分担者の児倉は、終止形、
動名詞形、連体形のそれぞれが文末に立つ場
合のモダリティ的な意味の違いをもとに、こ
れらの形式の統語論的特徴、形態論的特徴と
音韻論的特徴を総合的に分析し、以下のよう
な結論を得た。 
 
 ・終止形と動名詞形は連体形にモダリティ

を表す接語 =i, =ŋe が後続した形態論
的構造をもつ。 

 ・接語 =i と =ŋe はそれぞれ発話参与者の
心内に新たに追加される情報と、発話参
与者の心内から読み出される情報とい
うモダリティ的意味を表す。 

 ・接語をとらない連体形は、発話参与者の
心内の情報の操作がないことを表す。 

 ・連体形は文末に現れた際、終止形、動名
詞形と異なるイントネーションをとる
が、これは心内の情報操作の有無と相関
している。 

 ・発話参与者の心内の情報を操作しない連
体形のみ名詞修飾が可能なのは、心内の
情報操作の単位に関する制約（情報の追
加は文単位であり、情報の読み出しは名
詞(句・節)単位である）が、連体形にの
み働かないためと説明される。 

 
 これらの成果は、児倉(2013), Kogura (2013)
として公刊した。 
 
②補助動詞の意味論 



動詞・名詞・形容詞に後続してモダリティ的
意味を表す補助動詞 bi- (ある・いる)、o- (な
る)、yela- (立つ・止まる)について意味論的分
析を行なった。この成果は児倉 (2016)として
公刊した。さらに、①の成果と②の成果の一
部は児倉が 2013 年に東京大学大学院人文社
会系研究科に提出した博士論文「シベ語のア
スペクト・モダリティの体系―知識状態の変
化にもとづく体系化―」としてもまとめられ
ている。 
 
(2) 方言差を含めたシベ語の現地調査 
 
本研究課題では 2012 年、2013 年、2016 年(2
回)の計 4 回の現地調査を行なった。うち、
2016 年に行った 2 回の現地調査では、イリ師
範学院の賀元秀教授、および現地でシベ語の
復興活動を行なう孟栄路氏の協力により、チ
ャプチャル・シベ自治県およびその周辺各地
の方言資料を採録することができた。 
 
【国際的連携体制の構築と国際シンポジウ
ムの開催】 
 
本研究課題は中国で現地調査を行ったが、現
地調査を安定的に行うために 2012 年夏より
現地の研究機関であるイリ師範学院人文学
院の賀元秀教授をはじめとしたシベ語研究
者との研究交流を継続的に行なっている。特
に 2016 年にはイリ師範学院にて第 1 回錫伯
族言語文化国際学術討論会が開催され、児倉
が参加し、研究発表を行った。またこの際、
イリ師範学院よりシベ言語文化研究センタ
ーの副研究員を委嘱され、連携関係がさらに
強化された。 
 さらに 2016 年 10 月には、九州大学および
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研
究所において第 1 回シベ語言語文化国際会議 
を主催(共催)し、中国から賀元秀氏（イリ師
範学院シベ言語文化研究中心）、庄声氏（東
北師範大学）、孟栄路氏、チェコから Veronika  
Zikmundova 氏が参加し、世界のシベ語研究者
が集まった。本会議は今後隔年で開催するこ
とが決定しており、本研究課題によって、世
界のシベ語研究ネットワークの基礎が構築
できた。 
 また、韓国・ソウル大学のKim Juwon教授、
Ko Dongho 教授とは、同氏らが主催する
SIAC (Seoul International Altaic Conference) へ
の参加や、ソウル大学での研究打ち合わせな
どで、頻繁な学術交流を行なった。 
 
【社会への研究成果還元】 
 
本研究課題は、2011 年に東京外国語大学アジ
ア・アフリカ言語文化研究所において開講し
た言語研修のための教材作成の過程で得ら
れた知見と問題意識を端緒としていること
から、本研究課題の成果も、語学教育として
分かりやすく、習得に適した形で発表すべき

であるとの考えから、2012 年度より「シベ語
研究会」と称する研究会を、合計 6 回主催し、
さらに 2014 年度からは、東京外国語大学ア
ジア・アフリカ言語文化研究所の事業である
「言語研修フォローアップ・ミーティング」
との共催により、計 3 回の研究集会を開催し
た。 
 また、分担者の児倉は、東京外国語大学ア
ジア・アフリカ言語文化研究所において「フ
ィールド言語学カフェ特別編」と称するイベ
ントを 2 回開催し、講演も行ない、社会への
成果の還元を図った。 
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